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台
湾
の
伝
統
芸
能
「
陣

頭
」
の
大
阪
公
演
会
場
で

遭
遇
し
た
街
角
美
人
。
招

待
さ
れ
た
在
日
台
湾
人

だ
。
ひ
と
際
輝
く
存
在
感

で
異
彩
を
放
っ
て
い
た
。

　

写
真
を
リ
ク
エ
ス
ト

す
る
と
笑
顔
で
快
諾
。
舞

台
の
上
で
九
天
民
俗
技

芸
団
の
メ
ン
バ
ー
と
勇

壮
な
ボ
ー
ズ
。
元
気
満
点

な
「
神
の
声
」
を
発
し
て

く
れ
た
。
パ
チ
パ
チ
…
。

　
「
駅
北
」
か
「
東
工
業
高
校
跡
地
」
か

「
駅
北
」
か
「
東
工
業
高
校
跡
地
」
か

リ
ー
ナ
の
最
大
の
問
題
点
は
場
所
だ
。

飯
泉
前
知
事
は
令
和
五
年
三
月
、
武
道

館
構
想
で
「
東
工
業
高
校
跡
地
」
を
挙
げ
た
。

後
藤
田
知
事
は
令
和
五
年
十
一
月
、
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
で
「
駅
北
」
を
挙
げ
た
。

　

他
の
場
所
を
模
索
す
る
動
き
も
あ
っ
た
。

ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
の
利
活
用
、
八
万
町

や
国
府
町
、
鳴
門
市
の
道
の
駅
周
辺
や
阿

南
市
、
石
井
町
な
ど
徳
島
市
以
外
の
場
所

も
取
り
沙
汰
さ
れ
た
。

　

ア
リ
ー
ナ
は
後
藤
田
知
事
の
魅
力
度
Ｕ

Ｐ
戦
略
の
メ
イ
ン
施
策
だ
。
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
の
観
戦
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
学
会
、
展
示

会
誘
致
な
ど
「
音
楽
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
ま
で

本
物
を
見
よ
う
」
と
県
民
に
訴
え
た
。

　

令
和
六
年
八
月
に
は
コ
ン
セ
プ
ト
を
発
表

し
た
。
基
幹
機
能
は
ス
ポ
ー
ツ
エ
ン
タ
ー
テ

イ
メ
ン
ト
空
間
。『「
本
物
」
を
体
感
し
、
徳

島
に
新
た
な
豊
か
さ
を
生
む
ア
リ
ー
ナ
』
等

四
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
た
。

　

施
設
規
模
は
建
築
面
積
が
一
万
～
一
万
五

千
㎡
。
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
は
す
り
鉢
状
。
収

容
人
数
は
五
千
～
一
万
人
。
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

や
飲
食
・
物
販
施
設
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
で
き

る
オ
ー
プ
ン
ス
ベ
ー
ス
な
ど
だ
。

　

五
月
二
十
六
日
、
県
と
徳
島
市
の
幹
部

ら
が
県
都
の
ま
ち
づ
く
り
を
協
議
し
た
。

テ
ー
マ
の
一
つ
が
ア
リ
ー
ナ
。
建
設
場
所

と
し
て
「
駅
北
」
と
「
東
工
業
高
校
跡
地
」

が
候
補
に
挙
げ
ら
れ
た
。

　

市
立
体
育
館
の
移
転
が
ネ
ッ
ク
、「
駅
北
」

市
立
体
育
館
の
移
転
が
ネ
ッ
ク
、「
駅
北
」

北
」
か
「
東
工
業
高
校
跡
地
」
か
。

県
は
選
択
基
準
と
し
て
「
ス
ピ
ー
ド

感
」
を
強
調
。
六
月
県
議
会
で
方
向
性
を
示

す
よ
う
だ
が
、ど
ち
ら
の
場
所
も
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
が
混
在
。
難
題
が
あ
る
。

　
「
駅
北
」
の
ハ
ー
ド
ル
は
市
立
体
育
館
だ
。

ア
リ
ー
ナ
を
整
備
す
る
に
は
、
体
育
館
の
移

転
が
不
可
欠
だ
。
面
積
は
駐
車
場
と
合
わ
せ

て
一
万
㎡
強
。
ア
リ
ー
ナ
要
件
は
ク
リ
ア
す

る
。
問
題
は
建
物
だ
。

　

建
築
は
昭
和
五
十
三
年
九
月
。
あ
と
十
五

年
は
使
え
る
。
平
成
二
十
七
年
六
月
に
耐
震

改
修
さ
れ
た
。
建
築
費
に
は
国
費
も
投
入
さ

れ
て
い
る
。
今
年
中
に
壊
し
た
ら
、
一
部
返

納
が
求
め
ら
れ
る
。

　

建
物
の
所
有
者
は
徳
島
市
。
県
か
ら
立
ち

退
き
を
求
め
ら
れ
た
ら
タ
ダ
で
は
済
ま
な

い
。「
市
民
の
財
産
が
な
く
な
る
」
と
の
声

が
市
民
か
ら
上
が
り
、
代
替
施
設
の
確
保
や

移
転
補
償
の
問
題
が
浮
上
す
る
。

　

土
地
は
国
有
地
。
徳
島
市
が
無
償
で
借
り

て
、
都
市
公
園
と
し
て
管
理
し
て
い
る
。
運

動
施
設
や
教
養
施
設
は
設
置
で
き
る
が
、
ア

リ
ー
ナ
の
位
置
づ
け
次
第
で
は
都
市
公
園
法

が
ネ
ッ
ク
に
な
る
可
能
性
も
。

　

最
大
の
難
題
が
「
体
育
館
ロ
ス
」
だ
。
年

間
利
用
者
約
四
十
万
人
。
ス
ポ
ー
ツ
や
イ
ベ

ン
ト
、
展
示
会
等
の
拠
点
と
し
て
市
民
に
活

用
さ
れ
て
い
る
。
持
続
可
能
な
代
替
施
設
の

整
備
が
大
前
提
に
な
る
。

　

県
は
体
育
館
の
移
転
や
埋
蔵
文
化
財
の

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
挙
げ
、「
駅
北
ア
リ
ー
ナ
」

は
「
着
工
ま
で
八
年
間
か
か
る
」
と
の
見

通
し
を
示
す
。「
着
工
ま
で
八
年
」
に
は
ス

ピ
ー
ド
感
は
な
い
。

　

問
わ
れ
る
徳
島
市
の
公
共
施
設
再
配
置

問
わ
れ
る
徳
島
市
の
公
共
施
設
再
配
置

北
ア
リ
ー
ナ
」
は
徳
島
市
の
主
体
性

も
問
わ
れ
て
い
る
。「
老
朽
化
し
た
体

育
館
を
ど
う
す
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
だ
。

あ
と
十
五
年
は
使
え
る
と
い
う
が
、
四
十
七

年
と
い
う
法
定
耐
用
年
数
に
達
し
て
い
る
。

　

遠
藤
市
長
は
一
期
目
に
学
識
経
験
者
等

を
委
員
に
し
た
新
体
育
館
整
備
検
討
会

議
を
立
ち
上
げ
、
平
成
三
十
一
年
三
月

に「
新
体
育
館
整
備
の
基
本
的
な
考
え
方
」

を
ま
と
め
さ
せ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、「
市
民
が
生
涯
に
わ
た
っ

て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
」「
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
が
開
催
可
能
」「
に
ぎ
わ
い
創
出
」「
大
規

模
災
害
へ
の
対
応
」
が
施
設
の
整
備
方
針
と

し
て
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

　

施
設
で
は
、
三
千
席
程
度
の
メ
イ
ン
ア

リ
ー
ナ
、
二
百
席
程
度
の
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
、

会
議
室
、
多
目
的
ル
ー
ム
、
談
話
・
休
憩

コ
ー
ナ
ー
、
災
害
備
蓄
ス
ペ
ー
ス
な
ど
が

提
案
さ
れ
て
い
る
。

　

建
設
場
所
は
東
工
業
高
校
跡
地
が
想
定
さ

れ
て
い
た
。
こ
の
新
体
育
館
遠
藤
プ
ラ
ン
は

平
成
三
十
一
年
度
以
降
に
整
備
計
画
を
策
定

す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
遠
藤
氏
の
市
長
選
落

選
で
棚
上
げ
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

　

昨
年
市
長
選
で
体
育
館
改
築
を
公
約
し
た

遠
藤
市
長
。
一
期
目
で
頓
挫
し
た
新
体
育
館

構
想
を
ど
う
リ
メ
イ
ク
す
る
か
。
県
の
ア

リ
ー
ナ
構
想
に
関
係
な
く
徳
島
市
が
自
主
的

に
や
る
べ
き
ま
ち
づ
く
り
課
題
だ
。

　

県
追
随
の
ホ
ー
ル
整
備
で
「
ま
ち
づ
く
り

の
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
る
の
か
」
と
市
長
の
器
が

問
わ
れ
た
遠
藤
氏
。
新
体
育
館
も
「
県
あ
り

き
」
な
ら
、「
市
長
不
要
論
」
が
噴
出
す
る

事
態
を
招
き
か
ね
な
い
。

　

賑
わ
い
「
相
乗
効
果
」
が
弱
い
、「
東

賑
わ
い
「
相
乗
効
果
」
が
弱
い
、「
東

工
業
高
校
跡
地
」

工
業
高
校
跡
地
」

育
館
が
ハ
ー
ド
ル
に
な
っ
て
い
る
「
駅

北
」
に
比
べ
、「
東
工
業
高
校
跡
地
」

は
上
物
が
な
い
。
選
定
基
準
の
「
ス
ピ
ー
ド

感
」
は
「
駅
北
」
よ
り
上
だ
が
、
後
藤
田
知

事
の
ま
ち
づ
く
り
構
想
と
マ
ッ
チ
し
な
い
。

　

後
藤
田
知
事
は
徳
島
駅
を
中
心
に
し
た
賑

わ
い
の
あ
る
県
都
の
ま
ち
づ
く
り
を
打
ち
出

し
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
で
駅
北
に
ア
リ
ー

ナ
を
配
し
た
。「
駅
北
ア
リ
ー
ナ
」
は
衆
院

議
員
時
代
か
ら
の
悲
願
だ
っ
た
。

　
「
駅
北
ア
リ
ー
ナ
」
の
メ
リ
ッ
ト
は
相
乗

効
果
だ
。
駅
周
辺
に
は
Ｊ
Ｒ
、
バ
ス
、
タ
ク

シ
ー
、
ホ
テ
ル
、
飲
食・物
販
施
設
が
集
ま
っ

て
い
る
。駅
北
に
ア
リ
ー
ナ
が
出
現
し
た
ら
、

賑
わ
い
が
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
す
る
。

　

ス
ピ
ー
ド
感
な
ら
「
東
工
業
高
校
跡
地
」

だ
が
、県
都
の
活
性
化
力
な
ら
「
駅
北
」
だ
。

秤
に
乗
っ
た
「
ス
ピ
ー
ド
感
」
と
「
活
性
化

力
」。
知
事
は
自
ら
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
貫
く
の

か
。
県
民
は
ど
ち
ら
を
選
ぶ
の
か
。

　

東
工
業
高
校
跡
地
は
市
有
地
が
約
一
万

九
、八
八
二
㎡
、県
有
地
が
約
八
、八
七
五
㎡
。

そ
の
う
ち
県
市
合
わ
せ
て
約
九
、
七
一
六
㎡

が
イ
オ
ン
モ
ー
ル
徳
島
に
貸
付
ら
れ
、
イ
オ

ン
が
駐
車
場
に
活
用
し
て
い
る
。

　

イ
オ
ン
に
市
有
地
を
約
六
、
八
八
九
㎡

貸
し
て
い
る
徳
島
市
は
、
一
年
間
で
約
一
、

一
四
九
万
円
の
賃
料
収
入
を
上
げ
て
い
る
。

イ
オ
ン
と
の
契
約
期
間
は
三
年
間
。
今
年

四
月
、
更
新
さ
れ
た
。

　

県
有
地
だ
け
で
は
一
万
㎡
と
い
う
ア
リ
ー

ナ
要
件
を
ク
リ
ア
で
き
ず
、
市
有
地
の
活
用

が
不
可
欠
だ
。
手
法
は
県
が
市
有
地
を
買
う

か
、
借
り
る
か
、
文
化
セ
ン
タ
ー
跡
地
の
よ

う
に
無
償
譲
渡
を
受
け
る
か
。

　

東
工
業
高
校
跡
地
以
外
の
県
有
地
、
市
有

地
を
視
野
に
入
れ
た
物
々
交
換
論
も
あ
る
。

例
え
ば
阿
波
お
ど
り
会
館
。
建
物
は
市
有

だ
が
、
土
地
は
県
有
地
。
そ
う
い
う
歪
な

状
態
を
解
消
し
よ
う
と
い
う
発
想
だ
。

　

イ
オ
ン
も
借
り
た
公
有
地
を
持
て
余
し

て
い
る
。
数
年
前
に
は
県
市
と
契
約
解
除

を
協
議
し
て
い
た
。
契
約
で
は
土
地
の
現

状
回
復
が
原
則
だ
が
、
舗
装
を
残
し
た
ま

ま
の
契
約
解
除
案
も
検
討
さ
れ
て
い
た
。

　

日
の
目
を
見
る
か
「
飯
泉
ア
リ
ー
ナ
案

日
の
目
を
見
る
か
「
飯
泉
ア
リ
ー
ナ
案
」」

ピ
ー
ド
感
で
優
位
に
立
つ
「
東
工
業

高
校
跡
地
」
が
ア
リ
ー
ナ
建
設
地
に

選
ば
れ
た
ら
、
棚
上
げ
状
態
に
な
っ
て
い

る
「
飯
泉
ア
リ
ー
ナ
案
」
が
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

　

飯
泉
知
事
（
当
時
）
は
令
和
五
年
三
月
、

ア
リ
ー
ナ
機
能
を
持
つ
新
武
道
館
整
備
構

想
を
打
ち
出
し
た
。
同
年
四
月
の
知
事
選

で
ア
リ
ー
ナ
構
想
を
掲
げ
た
後
藤
田
氏
の

機
先
を
制
す
る
対
抗
施
策
だ
っ
た
。

　

施
設
は
、
五
千
席
の
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
、

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
、
剣
道
場
、
柔
道
場
、
弓

道
場
を
兼
ね
そ
ろ
え
た
も
の
だ
っ
た
。
公

有
地
を
有
効
活
用
し
た
未
来
型
ス

ポ
ー
ツ
環
境
の
創
造
を
強
調
し
た
。

　

構
想
を
発
表
し
た
飯
泉
知
事
（
当

時
）
は
令
和
五
年
度
に
「
基
本
計
画
」

策
定
に
着
手
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、

知
事
選
で
落
選
。
武
道
館
を
前
面
に

押
し
出
し
た
「
飯
泉
ア
リ
ー
ナ
案
」

は
表
舞
台
か
ら
消
え
た
。

　
「
飯
泉
ア
リ
ー
ナ
案
」
は
県
議
会

最
大
会
派
・
自
民
党
と
の
「
合
作
」

だ
っ
た
。
令
和
四
年
六
月
県
議
会
で

自
民
党
会
派
の
嘉
見
会
長
の
質
問
を

受
け
る
形
で
、
飯
泉
知
事
（
当
時
）

が
打
ち
上
げ
た
。

　
「
駅
北
」
か
「
東
工
業
高
校
跡
地
」

か
。
県
が
方
針
を
示
す
六
月
県
議

会
。
自
民
党
の
質
問
者
は
嘉
見
会

長
。「
駅
北
」
に
引
導
を
渡
し
、
自

ら
導
い
た
「
東
工
業
高
校
跡
地
」
が
日

の
目
を
見
る
の
か
。

　

ど
う
動
く
？
、
ホ
ー
ル
で
面
子
潰

ど
う
動
く
？
、
ホ
ー
ル
で
面
子
潰

さ
れ
た
市
議
会
野
党
勢
力

さ
れ
た
市
議
会
野
党
勢
力

数
野
党
の
徳
島
市
議
会
も
ア

リ
ー
ナ
構
想
の
ハ
ー
ド
ル
だ
。

「
駅
北
」に
し
ろ
、「
東
工
業
高
校
跡
地
」

に
し
ろ
、
市
議
会
の
野
党
市
議
ら
が

強
硬
な
抵
抗
勢
力
に
な
れ
ば
、
前
に

進
ま
な
く
な
る
。

　

市
議
会
の
野
党
市
議
ら
は
藍

場
浜
ホ
ー
ル
で
面
子
を
潰
さ
れ

た
。
決
議
や
意
見
書
で
新
協
定

の
締
結
に
待
っ
た
を
か
け
た

が
、
県
と
市
は
二
日
後
に
新
協

定
を
締
結
。
野
党
市
議
ら
の
激

怒
を
招
い
た
。

　
「
意
向
を
無
視
さ
れ
た
」
と

県
・
市
当
局
へ
の
反
発
を
先
鋭

化
さ
せ
る
野
党
市
議
ら
。
体
育

館
の
立
ち
退
き
や
市
有
地
の
売

却
な
ど
ア
リ
ー
ナ
関
連
で
議
決

案
件
が
出
て
き
た
場
合
、
一
波

乱
は
必
至
だ
。

　

は
た
し
て
県
・
市
当
局
が
「
議

会
無
視
だ
」
と
反
発
を
招
い
た

藍
場
浜
ホ
ー
ル
の
県
市
合
意
を

反
面
教
師
に
で
き
る
か
。
県
市

両
議
会
に
対
す
る
手
順
を
踏
ん
だ
丁

寧
な
説
明
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

実
現
で
き
る
か
、
民
間
資
金
活

実
現
で
き
る
か
、
民
間
資
金
活

用
の
事
業
ス
キ
ー
ム

用
の
事
業
ス
キ
ー
ム

源
確
保
も
ハ
ー
ド
ル
だ
。

ス
ポ
ー
ツ
庁
や
経
産
省
は

ア
リ
ー
ナ
整
備
に
様
々
な
交
付

金
や
地
方
債
、補
助
金
等
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
メ
ニ
ュ
ー
を
打
ち
出

し
て
い
る
が
、
焦
点
は
民
間
資

本
の
活
用
だ
。

　

注
目
さ
れ
る
の
が
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｖ

と
い
う
民
活
手
法
だ
。
自
治
体

が
公
有
地
を
現
物
出
資
し
、
民

間
も
資
金
を
出
し
て
事
業
体
を

作
り
、
公
共
施
設
と
商
業
施
設

や
ホ
テ
ル
等
を
一
体
的
複
合
的

に
整
備
す
る
も
の
だ
。

　

官
民
協
調
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
よ
う
と
い
う
エ
リ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
だ
。商
工
セ
ン
タ
ー

の
跡
地
を
活
用
し
た
再
開
発
を

行
っ
て
い
る
山
口
県
山
陽
小
野
田

市
な
ど
が
先
進
事
例
だ
。

　

高
松
の
あ
な
ぶ
き
ア
リ
ー
ナ
は

約
二
百
億
円
。
新
ホ
ー
ル
を
百
六

十
億
円
で
整
備
す
る
徳
島
県
。
民

間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
資
金
を
活
用
し
、

公
費
支
出
を
最
小
限
に
抑
え
た
ア

リ
ー
ナ
整
備
を
ど
う
進
め
る
か
。

▲台湾伝来の勇壮な「神々の踊り」を披露
した九天民俗技芸団。

　

大
阪
で
台
湾
の
神
々
が
乱
舞
し

た
！
。
大
阪
万
博
に
合
わ
せ
て
来

日
し
た
台
湾
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

集
団
が
五
月
二
十
三
日
、
大
阪
市

内
で
公
演
を
行
い
、
日
台
の
交
流

関
係
者
に
伝
統
芸
能
「
陣
頭
」
を

披
露
し
た
。

　

公
演
は
台
湾
の
大
阪
総
領
事
館

に
相
当
す
る
台
北
駐
大
阪
経
済
文

化
弁
事
処
が
主
催
。
Ａ
Ｂ
Ｃ
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
た
。
自
治
体
関
係
者

や
日
台
の
交
流
活
動
を
行
う
親
善

協
会
関
係
者
ら
が
招
待
さ
れ
た
。

　

公
演
で
は
龍
や
獅
子
、
三
太
子
な

ど
台
湾
の
神
々
に
扮
し
た
メ
ン
バ
ー

ら
が
、
太
鼓
や
鐘
な
ど
音
楽
を
バ
ッ

ク
に
勇
壮
な
踊
り
を
披
露
し
た
。
迫

力
満
点
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
観
客

ら
も
圧
倒
さ
れ
て
い
た
。

　

踊
り
を
披
露
し
た
の
は
台
湾
台
中

市
の
九
天
民
俗
技
芸
団
。
台
中
市
の

九
天
霊
院
（
九
天
玄
女
廟
）
を
拠

点
に
活
動
す
る
伝
統
芸
能
団
体
だ
。

「
陣
頭
」
と
呼
ば

れ
る
武
芸
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス

で
知
ら
れ
る
。

　
「
陣
頭
」
は

日
本
の
縁
日
に

当
た
る
「
廟
会

（
び
ょ
う
え
）」

と
言
わ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
で
行
わ

れ
る
武
芸
。
神

様
に
扮
し
た
人

た
ち
が
太
鼓
や

踊
り
を
披
露
し

た
り
、
街
を
練

り
歩
い
た
り
す
る
。

　
「
陣
頭
」
に
は
、
芝
居
や
楽
器
演

奏
が
メ
イ
ン
の
「
文
陣
」
と
肉
体
を

使
っ
た
各
種
の
技
を
繰
り
出
す
「
武

陣
」
が
あ
る
。
今
回
披
露
さ
れ
た
の

は
「
武
陣
」。
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク

な
演
武
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　
「
陣
頭
」
を
踊
る
団
体
は
多
い
が
、

九
天
民
俗
技
芸
団
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
実
力
を
持
つ
。
平
成
二
十
一
、
二

十
二
年
に
は
国
家
優
秀
演
出
団
体
賞

を
受
賞
。
昨
年
の
頼
総
統
就
任
式
で

も
演
武
を
披
露
し
た
。

　

台
湾
で
は
約
十
年
前
、「
陣
頭
」

と
い
う
映
画
が
ヒ
ッ
ト
し
た
。
映
画

の
題
材
が
九
天
民
俗
技
芸
団
だ
っ

た
。「
九
天
」
と
呼
ば
れ
た
不
良
少

年
団
が
武
芸
を
通
し
て
成
長
す
る
姿

が
描
か
れ
、
感
動
を
呼
ん
だ
。

　

九
天
民
俗
技
芸
団
は
伝
統
芸
能
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
日
台
交
流
に
も

貢
献
し
て
い
る
。
一
例
が
歌
舞
伎
と

の
競
演
だ
。
五
月
二
十
五
日
に
「
Ｉ

Ｏ
Ｗ
Ｎ
」
と
い
う
次
世
代
通
信
網
を

使
っ
て
行
わ
れ
た
。

　

大
阪
の
万
博
会
場
で
は
歌
舞
伎
俳

優
の
中
村
獅
童
氏
、
台
北
会
場
で
は

九
天
民
俗
技
芸
団
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
行
い
、
双
方
向
伝
送
さ
れ
、
両

会
場
で
日
台
の
伝
統
芸
能
が
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
堪
能
で
き
た
。

　

Ａ
Ｂ
Ｃ
ホ
ー
ル
で
の
大
阪
公
演

で
は
、
三
太
子
が
客
席
を
練
り
歩

き
、
記
念
撮
影
等
に
応
じ
た
。
悪

霊
を
追
い
払
い
、
民
衆
を
守
る
役

目
を
持
つ
台
湾
の
神
々
が
、
日
台

の
交
流
関
係
者
に
感
動
を
与
え
た
。

　

神
々
も
時
代
と
共
に
姿
を
変
え
て

い
る
。
電
音
三
太
子
だ
。
伝
統
的
な

神
様
で
あ
る
三
太
子
が
、
テ
ク
ノ
調

の
音
楽
に
あ
わ
せ
て
踊
る
ポ
ッ
プ
な

電
音
三
太
子
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
。
人
気
を
集
め
て
い
る
。

　

伝
統
的
な
廟
の
祭
り
と
テ
ク
ノ

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
や
ボ
ッ
プ
ダ
ン
ス
を

融
合
さ
せ
た
電
音
三
太
子
。
新
し
い

も
の
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
台
湾

人
の
柔
軟
さ
を
象
徴
す
る
「
新
し
き

神
々
」
だ
。

　

万
博
な
ど
日
本
国
内
で
「
陣
頭
」

の
公
演
を
行
い
日
台
の
文
化
交
流
に

取
り
組
む
台
中
の
九
天
民
俗
技
芸

団
。
神
戸
―
台
中
間
の
国
際
航
空
便

就
航
も
民
俗
技
芸
団
の
交
流
活
動
を

後
押
し
し
て
い
る
。

　

好
評
だ
っ
た
「
陣
頭
」
公
演
。
徳

島
日
台
親
善
協
会
の
井
上
会
長
は

「
徳
島
の
子
供
達
に
三
太
子
の
踊
り

な
ど
台
湾
の
伝
統
芸
能
を
楽
し
ん
で

も
ら
い
た
い
」
と
徳
島
公
演
を
台
湾

外
交
部
に
要
望
す
る
と
い
う
。

　
「
徳
島
再
生
」
を
目
指
す
後

藤
田
県
政
。
魅
力
度
、
安
心
度
、

透
明
度
の
３
Ｕ
Ｐ
戦
略
を
進

め
、
知
事
が
精
力
的
に
「
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
」
を
進
め
る
。
二

年
を
終
え
、
そ
ろ
そ
ろ
費
用
対

効
果
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　

知
事
は
魅
力
度
Ｕ
Ｐ
戦
略
と

し
て
、
世
界
と
繋
が
る
空
路
動

線
の
新
設
を
訴
え
た
。
成
田
や

タ
イ
と
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
就
航
、
タ
イ

と
の
交
流
、
フ
ラ
ン
ス
や
中
国

西
安
と
の
観
光
コ
ラ
ボ
等
を
掲

げ
た
。

　

ベ
ー
ス
は

国
際
線
の
就

航
だ
。
韓
国
、

香
港
、
タ
イ

を
頻
繁
に
訪

問
。
行
政
関

係
者
や
航
空

会
社
、
旅
行

会
社
に
対
し
、

ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
を
展
開
。

県
民
間
に
「
空

飛
ぶ
知
事
」
の

イ
メ
ー
ジ
が

広
ま
っ
た
。

　

攻
め
の
国
際

戦
略
の
効
果
は

出
た
。
昨
年
末
、
香
港
、
韓
国
・

イ
ン
チ
ョ
ン
に
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
国
際

定
期
便
が
相
次
い
で
就
航
。
徳

島
阿
波
お
ど
り
空
港
に
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
客
が
降
り
立
っ
た
。

　

就
航
し
た
国
際
定
期
便
だ

が
、
本
番
に
な
っ
て
潜
在
し
て

い
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
の
不

備
が
露
呈
し
た
。
空
港
の
受
け

入
れ
体
制
、
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

等
の
二
次
交
通
、
ニ
ー
ズ
に
合

致
し
な
い
観
光
情
報
…
。

　

早
朝
の
イ
ン
チ
ョ
ン
発
、
土

日
の
便
が
な
い
な
ど
、
使
い
勝

手
の
悪
い
発
着
時
間
も
盛
り
上

が
っ
た
県
民
の
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン

ド
熱
を
次
第
に
冷
ま
し
て
い
っ

た
。「
使
っ
て
み
た
け
ど
い
ま

一
つ
」
と
い
う
こ
と
だ
。

　

搭
乗
率
も
下
が
っ
て
い
っ

た
。
香
港
便
は
五
十
四
％
、
イ

ン
チ
ョ
ン
便
は
五
十
九
％
。
半

分
空
席
の
飛
行
機
。
航
空
会
社

が
ど
こ
ま
で
我
慢
で
き
る
か
。

就
航
後
半
年
の
国
際
線
に
イ
エ

ロ
ー
ラ
ン
プ
点
滅
だ
。

　

県
当
局
も
戦
略
立
て
直

し
に
乗
り
出
し
た
。「
飛
行

機
三
人
組
」
と
呼
ば
れ
た
幹

部
を
担
当
か
ら
外
し
、
香

港
と
韓
国
に
人
脈
を
持
つ

二
人
の
民
間
人
を
「
誘
客

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
に
起
用

し
た
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
が
問

わ
れ
た
徳
島
阿
波
お
ど
り
空

港
は
、
昨
年
社
長
に
就
任
し

た
ば
か
り
の
県
Ｏ
Ｂ
が
六
月

に
退
任
予
定
。
次
期
社
長
は

未
定
だ
が
、
新
体
制
に
刷
新

さ
れ
る
見
通
し
だ
。

　

公
約
に
な
か
っ
た
香
港
、

イ
ン
チ
ョ
ン
に
国
際
便
は

飛
ん
だ
が
、「
エ
ア
ア
ジ
ア

就
航
」
を
掲
げ
た
タ
イ
は
動

き
な
し
。
タ
イ
訪
問
、
プ
ー

ケ
ッ
ト
県
知
事
来
県
な
ど

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
費
用

対
効
果
は
見
え
な
い
。

　

タ
イ
戦
略
で
は
、「
魅
力
度

Ｕ
Ｐ
」
の
ほ
か
「
透
明
度
Ｕ
Ｐ
」

も
問
わ
れ
た
。
タ
イ
便
の
見
通

し
を
聞
い
た
地
元
紙
に
対
し
、

イ
ン
チ
ョ
ン
効
果
を
強
調
す
る

だ
け
で
タ
イ
戦
略
の
現
状
を
説

明
し
な
か
っ
た
。

　

タ
イ
は
親
日
で
知
ら
れ
、
約

六
千
社
の
日
本
企
業
が
進
出
し

て
い
る
が
、
ス
イ
ス
の
ネ
ス
レ

が
ネ
ス
カ
フ
ェ
販
売
で
地
元
財

閥
と
対
立
す
る
な
ど
、
外
資
企

業
に
「
タ
イ
リ
ス
ク
」
の
警
戒

感
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

急
増
す
る
タ
イ
か
ら
日

本
へ
の
大
麻
密
輸  

摘
発
も

令
和
三
年
の
一
％
か
ら
令

和
六
年
は
四
七
・
四
％
へ

と
急
増

　

日
経
新
聞
に
よ
る
と
、
タ

イ
で
は
大
麻
の
栽
培
が
三

年
前
か
ら
合
法
化
さ
れ
、
日

本
ヘ
の
密
輸
も
急
増
し
て
い

る
。
昨
年
は
前
年
度
比
約
七

倍
の
一
八
五
件
が
摘
発
さ

れ
る
な
ど
、「
大
麻
リ
ス
ク
」

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

実
質
的
な
効
果
が
ま
だ
見

え
な
い
タ
イ
戦
略
。
知
事

は
昨
年
タ
イ
専
門
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
事
実
上
解
任
し
た

が
、
な
ぜ
タ
イ
な
の
か
。
頻

繁
に
外
遊
す
る
「
空
飛
ぶ
知

事
」
の
費
用
対
効
果
が
問
わ

れ
て
い
る
。

　

現
在
三
、
四
二
五
人
、

止
ま
ら
な
い
人
口
減
少

岐
町
の
人
口
は
今

年
一
月
時
点
で
三
、

四
二
五
人
。
令
和
六
年

は
転
入
が
七
〇
人
で
転
出

が
一
一
七
人
。
出
生
が
七

人
で
死
亡
が
一
一
〇
人
。

一
年
間
で
人
口
が
一
五
〇
人

減
っ
て
い
る
。

　

人
口
戦
略
会
議
の
予
測
で

は
、
二
〇
五
〇
年
の
人
口
は

一
、
三
八
二
人
。
消
滅
可
能

性
自
治
体
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ

て
い
る
。
一
、
三
〇
〇
人
は
、

大
型
ク
ル
ー
ズ
船
一
隻
に
収

容
で
き
る
数
だ
。

　

人
口
は
減
る
一
方
な
の
に
、

家
業
が
酒
店
で
町
議
上
が
り
の

枡
富
町
長
は
い
け
い
け
ド
ン
ド

ン
だ
。
令
和
七
年
度
の
一
般
会

計
当
初
予
算
は
約
六
十
八
億

円
。
昨
年
度
の
二
倍
強
だ
。

　

当
初
予
算
は
約
六
十
八
億

円
、
昨
年
度
の
二
倍
強

初
予
算
が
昨
年
度
の
二

倍
強
に
膨
れ
上
が
っ
た

の
は
大
型
建
設
事
業
へ
の
投

資
だ
。
町
役
場
と
海
部
消
防

組
合
の
新
庁
舎
だ
。
海
部
郡

三
町
で
構
成
す
る
衛
生
処
理

事
務
組
合
の
ご
み
処
理
施
設

も
建
設
中
だ
。

　

役
場
と
消
防
組
合
の
新
庁
舎

建
設
地
は
町
内
中
村
字
山
田
。

防
災
拠
点
整
備
事
業
と
し
て
、

同
じ
敷
地
内
に
役
場
と
消
防
組

合
の
庁
舎
を
並
べ
て
建
て
る
。

工
期
は
令
和
八
年
十
月
末
だ
。

　

関
連
予
算
は
約
三
十
億
円

だ
。
造
成
工
事
を
有
力
支
援
者

の
㈱
大
竹
組
に
六
億
四
、
二
四

〇
万
円
で
発
注
。
建
築
工
事
の

設
計
と
工
事
監
理
は
大
阪
の
㈱

大
建
設
計
に
一
億
一
、
八
八
〇

万
円
で
委
託
し
た
。

　

建
築
工
事
の
上
限
予
算
は
二

十
五
億
四
、
六
〇
〇
万
円
。
価

格
競
争
の
一
般
競
争
入
札
が
五

月
八
日
に
公
告
さ
れ
た
。
予
算

の
内
訳
は
役
場
庁
舎
が
約
十
五

億
円
、
消
防
組
合
庁
舎
が
約
十

億
円
だ
。

　

過
去
の
県
内
各
自
治
体
の
庁

舎
新
築
工
事
で
は
、
人
口
が
約

二
万
四
千
人
と
牟
岐
町
の
約
七

倍
の
石
井
町
が
約
十
三
億
円
。

牟
岐
町
の
庁
舎
建
築
事
業
は
は

た
し
て
人
口
や
財
政
規
模
に
見

合
っ
た
投
資
な
の
か
。

　

ご
み
処
理
施
設
は
枡
富
町
長

が
管
理
者
の
衛
生
処
理
事
務
組

合
が
姫
路
市
の
㈱
虹
技
に
約
四

十
二
億
円
で
発
注
し
た
。
今
年

中
に
建
築
設
計
が
終
わ
り
、
来

年
二
月
か
ら
土
木
工
事
に
着
手

す
る
予
定
だ
。

　

国
の
制
度
活
用
で
財
源
確
保

目
指
す
町
当
局

ブ
ル
大
型
事
業
に
着
手

し
た
枡
富
町
政
。
町
当

局
は
財
源
確
保
に
知
恵
を
絞

る
。
庁
舎
建
築
工
事
で
は
、

借
り
た
金
の
七
十
％
が
交
付

税
で
バ
ッ
ク
さ
れ
る
緊
急
防

災
減
災
事
業
債
な
ど
の
活
用

を
目
指
す
。

　

衛
生
処
理
事
務
組
合
の
ご

み
処
理
施
設
で
は
約
十
一
億

円
を
環
境
省
の
循
環
型
社
会

形
成
推
進
交
付
金
で
確
保
。

残
り
約
三
十
一
億
円
を
美
波
、

牟
岐
、
海
陽
三
町
が
人
口
等

で
按
分
し
負
担
す
る
。

　

財
源
確
保
に
国
の
制
度
を

活
用
す
る
牟
岐
町
だ
が
、
大

型
事
業
へ
の
投
資
は
財
政
を

悪
化
さ
せ
る
。
借
金
に
あ
た

る
起
債
残
高
は
令
和
七
年
度

見
込
み
で
約
六
十
三
億
円
。

令
和
五
年
度
よ
り
三
十
億
円

増
え
て
い
る
。

　

財
政
調
整
基
金
な
ど
牟
岐

町
の
貯
金
は
令
和
六
年
度
で

約
十
七
億
円
。
二
期
目
に
入

り
箱
物
行
政
を
積
極
推
進
す

る
枡
富
町
長
だ
が
、
牟
岐

町
は
貯
金
の
約
三
・
四
倍

も
の
借
金
を
抱
え
込
む
こ

と
に
な
る
。

　

建
設
業
界
か
ら
肩
透
か

し
？
、
金
額
勝
負
の
入
札

二
十
五
億
円
を
投

じ
る
庁
舎
建
築
事

業
。
町
当
局
は
金
額
だ
け
で

一
発
勝
負
の
入
札
な
ど
経
費

節
減
策
を
打
ち
出
す
が
、
県

内
外
の
建
設
業
者
の
参

加
意
欲
を
刺
激
す
る
に

は
至
っ
て
い
な
い
。

　

町
は
入
札
参
加
資
格

と
し
て
、「
二
社
に
よ
る

Ｊ
Ｖ
方
式
」「
代
表
企
業

は
総
合
評
定
値
が
千
二

百
点
以
上
」「
構
成
企
業

は
特
Ａ
」
と
の
条
件
を
打

ち
出
し
た
が
、
建
設
業
界

関
係
者
か
ら
は
不
評
の

声
が
上
が
る
。

　
「
な
ぜ
ゼ
ネ
コ
ン
と
県

内
の
特
Ａ
企
業
が
Ｊ
Ｖ

を
組
む
必
要
が
あ
る
ん

で
し
ょ
う
か
。
単
独
で

参
加
で
き
る
な
ら
ゼ
ネ

コ
ン
も
検
討
の
余
地
が

あ
る
の
で
は
」（
業
界

ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
）。

　
「
代
表
企
業
が
千
二
百

点
以
上
と
い
う
こ
と
は
、
県
内

で
は
姫
野
組
し
か
代
表
企
業
に

な
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

せ
め
て
千
点
以
上
に
し
た

ら
、
参
加
企
業
が
増
え
る

は
ず
で
す
」（
県
内
業
者
）。

　
「
金
額
勝
負
と
い
う
こ

と
は
、
設
計
金
額
が
公
表

さ
れ
て
い
る
の
で
、
最
低

制
限
価
格
近
く
の
勝
負
に

な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

価
格
の
叩
き
合
い
に
な

る
だ
け
で
す
よ
」（
業
界

ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
）。

　

総
合
評
価
方
式
で
な

く
、
あ
え
て
入
札
金
額
だ

け
で
勝
負
を
決
め
る
方
式

を
選
ん
だ
牟
岐
町
。
現
時

点
で
は
県
外
ゼ
ネ
コ
ン
Ｊ

Ｖ
と
県
内
業
者
Ｊ
Ｖ
の
二

Ｊ
Ｖ
の
参
加
が
取
り
沙
汰

さ
れ
て
い
る
。

　

入
札
書
の
改
札
は
六
月

二
十
六
日
。
公
告
内
容
を

見
た
県
内
外
業
者
の
参
加
意

欲
は
低
い
。
経
費
縮
減
を
狙
っ

て
町
当
局
が
打
ち
出
し
た
「
金

額
一
発
勝
負
」
が
吉
と
出
る

か
、
凶
と
出
る
か
。

　

危
険
な
賭
け
に
な
る
か
、
当
初

予
算
倍
増

業
が
酒
店
で
町
議
時
代

か
ら
酒
に
ま
つ
わ
る
逸

話
に
は
事
欠
か
な
い
枡
富
町

長
。
重
清
県
議
の
議
長
就
任

祝
賀
会
で
は
、
泥
酔
し
て
ス

テ
ー
ジ
に
ず
っ
こ
け
登
壇
。

会
場
か
ら
失
笑
を
買
っ
た
。

　

当
初
予
算
倍
増
で
借
金
も

倍
増
さ
せ
る
枡
富
町
長
。
伴

侶
を
娶
る
な
ど
公
私
と
も
に

地
に
足
を
つ
け
る
べ
き
だ
。

将
来
を
見
据
え
、
次
世
代
の

子
供
た
ち
に
負
担
を
負
わ
せ

る
こ
と
だ
け
は
避
け
る
べ
き

だ
。
神
の
ご
加
護
を
。
合
掌
…
。

暴かれるか調剤薬局の闇。元専務の伊勢県薬剤師会副会長に「客取られた」と損害賠償を求めた㈱グローバル・アシスト井原社長。次回弁論は七月八日でＷＥＢ会議。

政
治
団
体
収
支
報
告
書
で
、
吉
成
建
設
役
員
ら
個
人
寄
付
者
十
一
人
の
住
所
に
企
業
・
団
体
所
在
地
を
記
載
し
た
後
藤
田
知
事
。
寄
付
総
額
は
約
八
二
二
万
円
。
知
事
は
申
込
書
に
書
か
れ
た
住
所
を
記
載
し
た
と
す
る
が
、
寄
付
者
か
ら
は
「「
申
込
書
な
ど
書
い
て
い
な
い
。
会
社
の
名
刺
を
渡
し
た
だ
け
」」
と
の
声
も
。

国
際
便
就
航
の
神
戸
空
港
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
取
ら
れ
、
観
光
誘
客
策
も
四
国
他
県
に
比
べ
後
手
後
手
で
国
際
便
就
航
効
果
が
空
回
り
の
徳
島
県
。
ホ
テ
ル
・
旅
館
の
宿
泊
者
数
も
相
変
わ
ら
ず
全
国
ワ
ー
ス
ト
２
。
夜
の
街
を
代
表
す
る
ク
ラ
ブ
Ｘ
も
月
曜
夜
は
予
約
客
だ
け
の
限
定
営
業
な
ど
花
街
も
活
気
な
し
。
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▲グレーター・ベイ航空が運航する香港便は、週３日が
週２日に減便され、搭乗率も５４％に落ち込んでいる。

　

駅
北
か
、
東
工
業
高
校
跡
地
か
。
徳
島
県
の
ア

リ
ー
ナ
構
想
が
よ
う
や
く
動
き
出
し
た
。
前
県
政

の
積
み
残
し
た
ホ
ー
ル
に
あ
る
程
度
メ
ド
を
つ
け
、

自
前
の
公
約
で
あ
る
ア
リ
ー
ナ
に
本
腰
を
入
れ
始

め
た
後
藤
田
知
事
。「
ス
ピ
ー
ド
感
」
を
強
調
す
る

が
、
駅
北
に
し
ろ
、
東
工
業
高
校
跡
地
に
し
ろ
、

難
題
山
積
だ
。
国
の
「
ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア
リ
ー
ナ

改
革
」
に
乗
り
遅
れ
、
周
回
遅
れ
の
「
ア
リ
ー
ナ
・

ラ
ン
ナ
ー
」
で
あ
る
徳
島
県
。
先
進
ア
リ
ー
ナ
を

凌
駕
す
る
「
Ｇ
ア
リ
ー
ナ
」
は
誕
生
す
る
の
か
。

　

約
四
十
二
億
円
の
ご
み
処
理
施
設
、
約
三
十
三
億

円
の
庁
舎
と
消
防
組
合
…
。
大
型
事
業
が
相
次
ぐ

牟
岐
町
。
投
資
総
額
は
令
和
六
年
度
の
一
般
会
計

予
算
に
匹
敵
す
る
。
町
当
局
は
有
利
な
起
債
制
度

の
活
用
を
目
指
す
が
、
借
金
は
増
え
る
ば
か
り
。

二
〇
五
〇
年
に
は
人
口
が
一
、三
八
二
人
に
な
る
と

予
測
さ
れ
、
消
滅
可
能
性
自
治
体
に
カ
ウ
ン
ト
さ

れ
る
同
町
。
枡
富
町
長
は
危
機
感
が
あ
る
の
か
な

い
の
か
、
昨
年
度
の
二
倍
の
当
初
予
算
を
打
ち
出

す
な
ど
、
い
け
い
け
ド
ン
ド
ン
だ
。


